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サハリン島のアツモリソウ属 Cypripedium（ラン科）
札幌市　高橋　英樹

　レブンアツモリソウの保護に関わって以

来、ラン科アツモリソウ属 Cypripediumの

分類地理に関心を持つようになった。本小

論ではサハリン島に分布する本属植物をま

とめてみた。ラン科植物は、日本に約 ��

属 ���種あるが、サハリンには ��属 ��種

と属レベルで約 ���、種レベルで約 ���程

度しかない。アツモリソウ属は日本には �

種（遊川����）ないし �種（���������）

とされるが、サハリンには以下の �種しか

分布せずやはり少ない。北方の大陸性気候

に支配されるサハリン島の気候環境とその

影響下にある植生環境によるところが大き

いだろう。

　学名の後の文献略称は、本文最後の引用

文献中にある該当文献の最後に付記してい

る。�で始まるのが日本の、�で始まるの

がロシアの文献で、本属に限ってみると学

名の多くは日ロ間で一致している。分布に

おいてサハリン南部（�～ ��）・中部（��

～ ��）・北部（��～ ��）としたのは、緯

度によりサハリン島を �地区に分けたもの

で上記（ ）内の番号は高橋ら（����）で

の地図番号に対応する。本文で使った「絶

滅危惧」は、絶滅危惧 ��類、��類、��類

などのランクを全て含んだ広義のものであ

る。北海道（�）、日本（�）、サハリン州（�）、

カムチャツカ（�）、プリモーリエ（ ）の

レッドデータブックで認められた絶滅危惧

ランクもサハリン以外の分布地域項目の中

で追記した。なおサハリンを含むロシアの

ラン科植物をまとめた比較的最近の文献と

して !	"�
	#��$	�%	&'(����)がある。
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とよばれる。分類については 1
/22(����)

や �$�
,	��$(����)に従った。本属の日本

国内での地理分布パターンは高橋（����）

でまとめた。
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　疎林から草原に生える多年草。サハリン

の南部から中部にややまれに分布する。サ

ハリン州（サハリン島と千島列島を含む）

の「絶滅危惧種」に指定されている。サ

図 �　ホテイアツモリソウ（開花後）　サハリン南
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